


経営革新計画(事業) 

 

《本計画のテーマ》 

エクステリア商品群とガーデニング商品群を開発し、エコリサイクル(解体加工再利用)

啓発事業を行う。 

 
《事業の内容》 

当社は1954年創業、公共土木工事や民間外構工事を始めとする建設工事、また家屋やビル

の解体工事及び産業廃棄物処理業を主たる業務としている。 

しかし、近年競争激化や工事物件の減少による売上・利益の減少が顕著になってきたため、他

社との差別化を図り、解体施工サービス及び解体廃棄物の有効還元活用を計画した。 

この事業は、既存事業として行ってきた、解体工事及びリサイクル事業でのノウハウを活用し、解体

廃棄物の高度化利用を目的したものである。従って、解体廃棄ではなく、解体加工再利用を推進

するものである。 

エコ住宅やゴミが発生しない解体を求める消費者をターゲットにしつつ、新商品の開発で新たなリ

サイクル市場を創造し、新たな施工サービス（選別解体工事手法）で事業拡大を図る。新事業そ

のものが啓発活動であり、消費者へ訴求し、直需を喚起する。 

新商品群は、「エクステリア」「ガーデニング」｢建設資材｣「リユースエクステリア・リュースファニチ

ャ」において解体廃棄物から商品を提案する。 

商品に対するリサイクル市場への拡販については、ホームページの活用やネットショップでの販売、

またリサイクルショッﾌﾟやホームセンターとの連携により推進していくのもとする。 

 

《既存事業と新事業との違い》 

ａ これまでの解体･ﾘｻｲｸﾙ分野では主に建設ﾘｻｲｸﾙ法で指定された木くずのﾘｻｲｸﾙとがれき類の

ﾘｻｲｸﾙが主流であり、その他は焼却されたり埋立処分されてきた。 

ｂ 新事業ではｵｰﾙﾘｻｲｸﾙを目指し、結果的に低炭素社会の実現に貢献できるものである。その違

いを下記に示す。 

    ①製造方法 ａ ﾁｯﾌﾟ化や破砕などにｴﾈﾙｷﾞｰを使う 

             b ﾘﾕｰｽであったり商品の製作のため省ｴﾈﾙｷﾞｰとなる 

    ②販売方法 ａ BｔｏB が主 

             b ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ﾘｻｲｸﾙショップ、ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ、BｔｏB 

    ③ﾀｰｹﾞｯﾄ   a 業者 

             ｂ 広く一般消費者及び業者 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




